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Ｂモデル国語

「北海道高等学校学力向上実践事業」学力テスト集計分析シートの「年度別正答率の比較」シート

を活用して、自校における授業改善の視点を明確にすることができます。

学校全体のシートの活用

分析シートの「６ 年度別正答率の比較」は、各設問及び観点別・領域別の正答率が表示されると

ともに、平均正答率の経年変化を比較することができます。

【年度別正答率の比較（例）】

【全道平均正答率との比較（例）】

また、全道平均正答率と本校平均正答率を比

較することで、自校の生徒の弱点を明確にし、

学習指導の改善に活用することができます。

「本校の正答率」を見ると、特に、「文語のきまり、訓読のきまりなどを理解する」ことが

課題となっていることが分かります。

またこの傾向は過去３年間、共通した課題であることも分かります。

観点別、領域別の正答率を全道平均と比

較してみると、「知識・理解」、「伝統的

な言語文化と国語の特質に関する事項」が

課題となっていることが分かります。

「読むこと」の正答率の全道平均との比

較よりも、「伝統的な言語文化と国語の特

質に関する事項」の正答率の開きが大きい

ことから、この部分を特に重点的に指導す

ることが考えられます。

Step 1 学校全体の傾向の分析
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把握した課題を解決するために、教員用教材や授業事例等を活用することができます。

「伝統的な言語文

化と国語の特質に関

する事項」のうち、

特に、「文語のきま

り、訓読のきまりな

どを理解する」こと

に課題があると分析

したため、「確認プ

リント」で訓読の基

本事項を確認し、

「故事成語」を主体

的に読むことをとお

して、身に付けた知

識を活用することで

学習内容の定着を図

ることを目的とした

事例です。

Step ２ 分析を踏まえた授業改善
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「成績個票」シートを活用することで、個々の生徒の課題を分析し、生徒に自身の学習の実現状況

等を振り返らせることができます。

● 文章の内容を的確に読み取ったり、文章に描かれた人物や情景、心情などを表現に即し

て読む力を持っていますね。でも、漢文の訓読に苦手意識を持っているようなので、訓読

のきまりについてしっかりと学習することで漢文に対する苦手意識を克服しましょう。

● 漢文を読み味わうためには、漢文を訓読するための基礎的・基本的な知識や技能を身に

付ける必要があります。

● まずは漢文訓読のきまりについて理解を深めることで、漢文を訓読することに慣れ、も

っと知りたいと思ったことなどについて自分で調べたり、友人と意見や考えを交流したり

することでより漢文の魅力に触れましょう。

この生徒は、観点別では、「読

む能力」の観点の正答率が高いも

のの、「知識・理解」の観点の問

題の正答率が低く、課題となって

いることが分かります。

また、学力テストの分析や面談

の結果、現代文素材を用いた問題

では正答率が高い一方、漢文素材

を用いた問題での正答率が低く、

訓読のきまり等に関して苦手意識

を持っていることが分かりまし

た。

生徒の実態を踏まえて具体的な学習方法を示すこ

とで、生徒が主体的に古人のものの見方、感じ方、

考え方に触れ、漢文に対する興味・関心を広げ、漢

文を読む意欲を高めることが大切です。

Step ３ 成績個票を分析し、生徒にフィードバック
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生徒用教材を活用して、生徒の自学自習を促すことができます。

漢文訓読の基礎を理解する

ため、基本的な事項について

ポイントを整理して学習を進

めることができる教材となっ

ています。

漢文訓読の原則

を理解したあと、

重要句形について

の学習をすること

もでき、漢文の内

容をより深く読み

取るための基礎を

学ぶことができま

す。

Step ４ 生徒用教材を活用した自学自習のススメ
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Ｂモデル英語 
Step 1 学校全体の傾向の分析 
分析シートの「年度別正答率の比較」のシートでは、設問ごとの自校及び全道の正答率、さらに観点

別及び領域別ごとに正答率が表示されます。これらを活用して、過去３年間の経年比較をしたり、全道

平均と比較したりすることで、自校における授業改善の視点を明確にすることができます。 

 

 

                        
  

 

「年度別正答表の比較」シート（例） 
 

この例では、観点別の正答率では

「表現の能力」及び「知識・理解」が

全道平均と同様に低い数値であり、過

去３年間においても、改善が見られま

せん。一方、「理解の能力」については、

全道平均には及ばないものの、取組の

成果が出ていると言えます。ただし、

前年と比較して、正答率がやや下降し

ており、さらなる授業改善が必要であ

ることが分かります。 
 

領域別では、「聞くこと」及

び「読むこと」の正答率が、全

道平均には及ばないものの、

高い正答率となっています。

しかし、「書くこと」の正答率

が極端に低く、過去３年間の

経年比較においても改善が見

られないため、速やかな授業

改善が求められます。 
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Step 2  分析を踏まえた授業改善 

各学校における学力テストの結果を踏まえて、道教委「北海道学力向上実践事業」のウェブページ

に掲載されている指導事例を活用し、授業改善につなげます。 

 

                                 
【指導例（ブレーンストーミング）】 

【ワークシート（マインドマップ）】 

 

Step１で明らかにな

った課題を踏まえて、「書

くこと」の活動について

の指導事例を紹介しま

す。これは主題に関係の

あるキーワードやアイデ

ィアを思いつくままにメ

モしていく「ブレーンス

トーミング」の作業を使

った指導事例です。 

上の指導事例に基づいて、このワークシートを活用して、「書くこと」の活動をしま

す。何について書くかを考え、その主題（トピック）に関係のあるキーワードやアイデ

ィアを思いつくままにこのような「マインドマップ」にメモし、発展させていきます。

その上で、どのアイディアを利用するかを決めます。数人のグループで自由に思いつい

たアイディアを出し合うことも効果的です。他の人のアイディアに触発されて、さまざ

まなアイディアが思いつきます。 



- 31 - 

 

 

 分析シートの「成績個票」では、学校全体の傾向に加えて、観点別・領域別に生徒一人一人の課題が

明確になり、生徒に自身の学習の実現状況を振り返らせることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この生徒は、観点別で、「理解の能力」の正答率が高い一方、「表現の能力」及び「知識・理解」
では、校内・全道の傾向と同様に低いことが分かります。  また、領域別では、「聞くこと」及び「読むこと」の正答率と比較して、「書くこと」及び「話す
こと」においては、正答率が低く、課題があることが分かります。  分析シートの「個人別入力シート」において、学力テストの設問ごとに確認すると、正答率が比
較的高い「読むこと」に関しても、長文問題を苦手としている生徒が多いことが分かります。 

生   
● 「聞くこと」及び「読むこと」は努力の成果が出てきています。しかし、英語を書

いたり話したりすることが苦手なようです。 

● まとまりのある量の英文を書く時は、生徒用教材の「マインドマップ」を活用し

て、身近な話題に対する自分の意見を英語で書く練習をしましょう。 

● 話すことについては、教科書を活用して、ペアワークで新出単語の定義を英語で

説明してみる練習をしましょう。 

● まとまりのある量の英語の文章を読む時は、単語一語の意味に注意を払うよりも、

話の概要を理解することが大切です。前後の文の関係を把握しながら、どんどん読

み進めていく練習をしましょう。 

徒へのアドバイス（例） 

Step ３ 成績個票を分析し、生徒にフィードバック 
 

 生 
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Step 4 生徒用教材を活用した自学自習のススメ 

 道教委のウェブページに掲載している生徒用教材を活用して、生徒一人一人の課題に即した教材を生

徒に提供し、生徒の主体的な学びを促します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「北海道高等学校学力向上推進事業」（Ｈ25～Ｈ27）で作成した「教材」を活用することで、

生徒が自学自習する機会を設けることができ、弱点を克服することができます。生徒の学習進

度に合わせて、Cモデルの教材で基礎固めをしたり、Bモデルや Aモデルの教材で標準的な問

題や発展的な問題を学習したりすることもできます。 

 生徒用教材は、ユーザＩＤやパスワードを必要とせず、誰でも活用することができます。 

 生徒の自学自習の教材として積極的に活用してください。 

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp/  

 上のワークシートで、

トピックについての支持

文や具体例を挙げること

の練習を十分にした後

で、右のワークシートを

活用して、それぞれのト

ピックについて、実際に

書いてみます。書きやす

いトピックから取り組む

とよいでしょう。 

Step３で「書くこと」に課題

があることが明らかになった

ため、右にあるような教材を活

用します。この教材は、あるト

ピックについてまとまりのあ

る英文を書く練習をする際に

活用します。ただし、支持文に

おいて複数の理由を述べるこ

とが難しい場合もあることか

ら、初めは身近な話題を設定

し、日本語を用いて短時間で理

由を述べる練習を何度か行う

ことも必要です。 

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp/


- 33 - 

 

 

Ａモデル数学 

 

 

分析シートの「６ 年度別正答率の比較」を活用して、本校の学力テストの傾向の分析を行いま
す。 

(1)  全体の傾向から本校の課題を分析 

「６ 年度別正答率の比較」の下段にある過去３年間の「全道平均正答率」及び「本校平均 

正答率」に着目して分析を行います。               
(2) 本校の課題を設問ごとに焦点化       H27 H28 H29 H27 H28 H29

問１ 5 ○ ○ 90 75.2 67.7 71.5 84.5 74.7 75.1

問２ 6 ○ ○ 90 61.3 54.4 57.9 70.1 63.7 63.5

問３ 7 ○ ○ 50 48.3 43.5 45.9 62.7 57.9 53.6

問４ 8 ○ ○ 50 24.9 21.9 23.4 23.2 30.0 24.9

全道平均

正答率

本校平均

正答率

問題番号 評価の観点

記

述

式

通し

番号大問 小問

関

心

・

意

欲

・

態

度

数

学

的

な

見

方

や

考

え

方

数

学

的

な

技

能

知

識

・

理

解

学習指導要領の内容

出題のねらい
大項目 中項目

2

図形と計量 ア　三角比
余弦定理を理解して、平面図形の

計量に活用できる。

図形と計量 ア　三角比
正弦定理を理解して、平面図形の

計量に活用できる。

図形と計量 イ　図形の計量
余弦定理と円の特徴を理解して、

平面図形の計量に活用できる。

図形と計量 イ　図形の計量
余弦定理と円の特徴を理解して、

平面図形の計量に活用できる。

H27 H28 H29 H27 H28 H29

58.4 42.5 50.5 43.8 56.6 57.2

17.0 14.1 15.5 22.0 21.6 19.8

26.9 24.4 25.6 26.6 26.4 26.8

51.2 48.2 49.7 53.4 51.5 52.6

38.7 40.4 39.6 45.6 42.9 44.1

52.4 46.9 49.6 60.1 56.6 54.3

29.0 21.0 25.0 26.9 27.3 27.1

27.9 25.3 26.6 29.0 29.9 30.1

全道平均

正答率

本校平均

正答率

観点・領域

関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

知識・理解

二次関数

観点別

領域別

図形と計量

場合の数と確率

整数の性質

学力テストの実施年度の全道平均正答

率と本校平均正答率を比較したり、４つ

の観点の正答率を比較したりして、課題

を明らかにします。 

本校は、全道平均を全て上回っていま

すが、４つの観点で比較すると「数学的

な見方や考え方」が課題と言えます。 

本校の平均正答率の過去 3年間を比較

することにより、今年度の本校の生徒の

課題を明らかにします。 

  (1)の分析を踏まえ、課題となっている観点・領域に該当する問題を明らかにします。

本校は、「図形と計量」において「数学的な見方や考え方」を見る大問２の問３におい

て、過去３年間を比較すると、平均正答率が H27年 62.7%→H29年 53.6％と大きく

低下しています。 

Step 1 学校全体の傾向の分析 
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道教委のウェブページに掲載している教師用教材（指導例（指導案）及び単元テスト）を活用し

て授業改善を図ります。 
(1)  指導例（指導案）の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 単元テストの活用 

 

 

         
Step１で分析した本校の課題

を踏まえ、「数学的な見方や考え

方」を重視した指導例（指導案）

を活用して、授業改善を図ります。 

指導例にある「出題（作成）の

ねらい」や「学習・指導の流れ」

を参考にして、本校の生徒の実態

に応じた指導を行います。 

指導する際に活用できるワー

クシートも併せてウェブページ

に掲載しています。また、正答例

も公開しているので参考にして

ください。 

 単元の終わりに単元テスト

を実施します。Step２(1)に

より改善を図った授業を行う

ことにより、生徒に「数学的

な見方や考え方」が身に付い

たかどうか確認をします。 

 単元テストの結果について

は、評価・分析を行い、生徒

の学習の定着を図る指導に生

かします。 

分析を踏まえた授業改善 Step 2 
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分析シートの「５ 成績個票」を活用して、生徒一人一人の課題を明らかにし、その結果を生徒
にフィードバックします。                     
Step 3 成績個票を分析し、生徒にフィードバック 

 

 

 成績個票を生徒に配付する際に、生徒が単に偏差値や全体の正答率の結果に一喜一憂する 

のではなく、自己の課題となっている観点や領域に着目することができるように、アドバイ 

スすることが大切です。 

● 自己の正答率を領域別や分野別で比較することにより、４つの観点や領域で弱点となる 

事項を確認して、課題を明らかにするとよい。 

● 「数学的な見方や考え方」の観点に課題が見られるので、問題を解く際に、様々な解法 

を考えたり、問題を発展的に捉えて新たな問題を設定したりして、学習に取り組むとよい。 

● つまずいた箇所をいくつも取り上げるのではなく、課題を一つに絞ることにより、課題 

の焦点化を図るとよい。 

徒へのアドバイス（例）  生 

1234 氏名 北海　太郎

関心・意欲・態度
数学的な見方や

考え方
数学的な技能 知識・理解 二次関数 図形と計量 場合の数と確率 整数の性質 全体 標準偏差 偏差値

0.0 33.3 55.5 75.0 50.0 14.3 42.1

57.2 19.8 26.8 52.6 44.1 54.3 27.1 30.1 47.8

50.5 15.5 25.6 49.7 39.6 49.6 25.0 26.6 36.3

10.4 46.7

全道正答率

校内正答率

正答率

0.0

20.0

40.0

60.0

関心・意欲・態度

数学的な見方や考え

方

数学的な技能

知識・理解

観点別正答率

個人正答率 校内正答率 全道正答率

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

二次関数

図形と計量

場合の数と確率

整数の性質

領域別正答率

個人正答率 校内正答率 全道正答率

  上に示した「５ 成績個票」は、選択問題である大問３、大問４のうち、大問４「整数の

性質」を選択した生徒の例です。この生徒は、観点別では、「数学的な見方や考え方」に課

題があり、領域別では、「整数の性質」に課題が見られます。 

 レーダーチャートにより、個人正答率と校内正答率や全道正答率を比較したり、４つの観

点や領域のバランスを確認したりすることができます。 

アドバイスする際は、課題だけでな

く、正答率の高い項目にも着目し、生

徒のよさを認めることも重要です。 
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道教委のウェブページに掲載している生徒用教材を活用して、生徒一人一人の課題に即した教

材を生徒に提供し、生徒の主体的な学習を促します。                           
Step 4 生徒用教材を活用した自学自習のススメ 

 生徒用教材は、例題編

と演習編で構成されてい

ます。例題編は、生徒が

「問題を考えるときの大

切な視点」を参考にして

自主的に学習できるよう

になっています。 

  Step３の生徒は「整数の性質」の領域にお

いて、方程式の式変形に課題が見られたこと

から、例題編で因数分解を利用して式変形す

る考え方を整理し、演習編でその考え方が身

に付いたかどうか確認することができます。 

  「北海道高等学校学力向上推進事業」（H25～H27）で作成した「教材」は、発展的事 

項についての解法だけではなく、思考力・判断力等を身に付けられるよう作成しています。 

なお、例題編及び演習編の問題は、生徒が直接ダウンロードできますが、演習編の解答

は、教員用のグループスペースから先生方がダウンロードする必要があります。 

また、Ａモデルでは、数学Ⅰ、数学Ａだけでなく、数学Ⅱ、数学Ⅲ及び数学Ｂの教材も 

公開していますので、生徒の学習状況に応じて、日常の授業や講習等で活用してください。 

＜モデル別教材のウェブページ掲載先＞ 

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp 
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Ａモデル国語

「北海道高等学校学力向上実践事業」学力テスト集計分析シートの「年度別正答率の比較」シート

を活用して、自校における授業改善の視点を明確にすることができます。

分析シートの「６ 年度別正答率の比較」は、各設問及び観点別・領域別の正答率が表示されると

ともに、平均正答率の経年変化を比較することができます。

【年度別正答率の比較（例）】

【全道平均正答率との比較（例）】

また、全道平均正答率と本校平均正答率を比較することで、本校の生徒の弱点を明確にし、学習指

導の改善に活用することができます。（図２）

観点別に見ると、全道平均正答率と比

較して、「読む能力」に課題があること

が分かります。

本校の平均正答率を見ると、「読むこと」の領域の「文章の内容を叙述に即して的

確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をしたりすること」が課題であることが

分かります。

Step 1 学校全体の傾向の分析
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把握した課題を解決するために、教員用教材や授業事例等を活用することができます。

対比的な構造の文章を図解

化することで、内容を的確に

読み取.るとともに、同じ筆者

による別の文章と比較するこ

とによって読みを深めること

を試みた事例です。

読み取った内容について自

分の意見を書くことによっ

て、ものの見方、感じ方、考

え方を広げ深めようとしてい

ます。

Step ２ 分析を踏まえた授業改善
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「成績個票」シートを活用することで、個々の生徒の課題を分析し、生徒に自身の学習の実現状況

等を振り返らせることができます。

● 漢字の知識や理解、また文章の内容を的確に読み取る力はありますね。

でも、「書くこと」の領域のうち、特に論拠に基づいて自分の考えを文章に

まとめることが苦手なようです。

● 文章を書くためには、自分の思考の進め方を整理し、文章を論理的に組み

立てていく必要があります。まずは、「序論－本論－結論」、「現状認識－

問題提起－解決－結論－展開」などという文章の組立てや進め方、論を統括

する位置による頭括型、尻括型、双括型という文章の型を理解することから

始めましょう。

この生徒は、観点別では、「知

識・理解」及び「読む能力」の観

点の問題の正答率が高いもの

の、「書く能力」の観点の問題の

正答率が低く、課題となっている

ことが分かります。

また学力テストの解答の詳細

な分析の結果から、論拠に基づ

いて自分の考えを文章にまとめ

ることに課題があると分かりまし

た。

Step ３ 成績個票を分析し、生徒にフィードバック
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生徒用教材を活用して、生徒の自学自習を促すことができます。

【第７回『生物多様性とは何か』『動的平衡２』の例】

現代文の生徒用教材では、複数の文章

から読み取った内容を踏まえ、自分の考

えを書くことに取り組むことができるよ

うになっています。

評価基準をあらかじめ提示することで、生

徒は見通しを持って学習に取り組むことがで

きます。

Step ４ 生徒用教材を活用した自学自習のススメ
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Ａモデル英語 
Step 1 学校全体の傾向の分析 
 分析シートの「年度別正答率の比較」を参照すると、設問ごとの自校及び全道の正答率、さらに観点

別及び領域別ごとに正答率が表示されます。これらを活用して、自校における授業改善の視点を明確

にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            
「年度別正答表の比較」シート 

この例では、「理解

の能力（聞くこと）」

が全道平均と比べ高

いにもかかわらず、

「表現の能力（書く

こと）」が低い数値で

あり、「表現の能力

（書くこと）」が課題

となっていることが

分かります。 

「書くこと」については、問題全体として正答率が低く、課題

が大きいことが分かります。特に「学んだことや経験したこと

に基づき、情報や考えを書く」ことについて、全道平均と比較し

て数値が低く、自分の考えをまとめることや自己表現すること

に対する指導の充実が必要であると考えられます。 
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Step 2  分析を踏まえた授業改善 

各学校における学力テストの結果を踏まえて、「北海道学力向上推進事業」で作成した教材を活用

し、授業改善につなげます。例えば、「自分の考えをまとめることや自己表現すること」に課題がある

と考えられる場合、生徒の思考力・判断力・表現力を育成するために、授業において次の教材を活用す

ることができます。                                          

＜「北海道高等学校学力向上推進事業 アドバンストモデル（外国語）生徒用教材」より＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教材の一覧から必要な教材を選びま

す。教科書を使用して指導する際に補助

的に活用できる解説などもあります。 

英作文の授業において、教科書とこの教材

を併用することで、「ブレインストーミング」

を用いて思考を活性化する効果的な指導を

することができます。 

自分の考えがまとまったら、次は効果的

な表現方法について指導します。文章の構

造についての具体的な例を示すことで、伝

わりやすく論理的な文章を書くための効

果的な指導をすることができます。また、

この教材は、リーディングを指導する際に

も、文章構造をとらえる指導の際に、効果

的に活用できます。 
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Step ３ 成績個票を分析し、生徒にフィードバック 
 分析シートの「成績個票」では、学校全体の傾向に加えて、観点別・領域別に生徒一人一人の課題が

明確になり、生徒に自身の学習の実現状況を振り返らせることができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この生徒は、「理解の能力（聞くこと）」において、全道平均及び校内平均よりも高く、基礎的な英

語力はあると考えられますが、「表現の能力（書くこと）」において、全道平均及び校内平均を若干

下回っています。このことから、基礎的な語彙や文法などが定着しており、インプットされた語彙

や文法知識を活用し、理解することはできますが、それらを用いて、英語で表現することに慣れて

いないことが考えられます。 

 

 

● 成績個票を生徒に配付する際に、生徒が単に偏差値や全体の正答率の結果に一喜一憂

するのではなく、自己の課題となっている観点や領域に着目することができるように、ア

ドバイスすることが大切です。 

● 自己の正答率を領域別（分野別）で比較し、生徒の「できていること」（この生徒の場

合、基礎的な学習は進んでいること）に着目して positive feedbackをするとともに、

自己の正答率と全道正答率や校内正答率との差に着目して、課題（自分の考えをまとめ、

英語で表現すること）を明らかにして、その克服方法を、教材を用いて具体的にアドバイ

スすることが大切です。 

 徒へのアドバイス（例） 生 
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Step 4 生徒用教材を活用した自学自習のススメ 

生徒に成績個票を配付し、個別にアドバイスする際に、北海道学力向上推進事業」で作成した教材

を紹介することで、生徒の主体的な学びを促すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

いくつかの異なるパターンの「ライティングタス

ク」があり、各自の弱点に合わせた自習用教材を活用

することができます。 

それぞれのタスクには「評価基準

（Rubric）」が示されているので、

自己採点をしたり、友人同士で交換

して採点することもできます。 

練習用トピックも豊富に例示さ

れているので、自分の興味があるト

ピックに挑戦したり、志望校の傾向

に合わせた問題に取り組んだりす

ることもできます。 

「北海道高等学校学力向上推進事業」（Ｈ25～Ｈ27）で作成した「教材」を、先生方が授

業で活用し、指導の改善に役立てたり、生徒自身の主体的な学習を促したりすることができ

ます。自分の学習進度や志望校の問題傾向に合わせて、A モデルの教材に取り組んだり、基

礎固めをするために、Ｂモデルの問題に取り組むなど、個人の学習進度に合わせて、教材を

活用することもできます。ぜひ、授業の補助教材として、また生徒の自学自習用教材として

積極的に活用してください。 

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp/  

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp/

